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経験をもとに表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

自分が好きなことを絵に表すこと
に関心をもち、たのしく取り組もう
としている。

粘土の触り心地を感じて活動す
る。

粘土に働きかけることを通して、
触った感じや形の変化に気づいて
いる。
粘土をにぎる、穴を開ける、たたい
てのばすなど、手や体全体の感覚
を働かせ、活動を工夫してつくって
いる。

粘土に触った感じやそこから生ま
れる形をもとに造形的な活動を思
いつき、どのように活動するかを
考えている。

粘土に積極的に働きかけ、いろい
ろな形を見つけることをたのしもう
としている。

遊んだこと、友達や家族としたこ
と、好きなことをしている自分を描
く。

絵に表したり友達の作品を見たり
することを通して、描かれたものの
形や色のよさに気づいている。
表したい場面になるように、形や
色、描き方を工夫して表している。

体全体を使って、新聞紙で活動す
る。

新聞紙に働きかけることを通して、
形や触った感じの変化に気づいて
いる。
新聞紙をねじったり裂いたり穴を
開けたりするなど、手や体全体の
感覚を働かせ、活動を工夫してつ
くっている。

新聞紙に働きかけることから生ま
れる形をもとに造形的な活動を思
いつき、どのように活動するかを
考えている。

全身で新聞紙に働きかけながら、
いろいろな形や触った感じの変化
などを見つけることをたのしもうと
している。

図画工作 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

いろいろなこすり方を試すことを通
して、そこから生まれる形や色の
美しさや面白さに気づいている。
いろいろなこすり方を試したり組み
合わせたりしながら工夫して表し
ている。

絵に表したり友達の作品を見たり
することを通して、はじき絵から生
まれた形や色の面白さに気づいて
いる。
生き物の形や、生き物のまわりの
色づかいなどの表し方を工夫して
表している。

互いの作品で遊ぶことを通して、
けん玉の形や色の面白さやよさに
気づいている。
好きな材料を選んでけん玉を飾っ
たり、面白い構造を考えたりする
など、表したいことをもとに工夫し
て表している。

互いの作品を見合うことを通して、
互いの「えのぐじま」の形や色、筆
触の違いなどに気づいている
筆の太さや手を動かす速さや強さ
による筆触、色使いなどを試しな
がら、工夫して表している。

遊んだり、実際に使ったりすること
を通して、作品の形や色のよさ、
面白さに気づいている。
くっついたり、離れたりする磁石の
特性を生かした形や色、しかけな
どを試しながら工夫して表してい
る。

大きく育つ野菜を想像して絵に表
す。

「むぎゅたん」という想像の生き物
を粘土で立体に表す。

色水をつくりながら思いついた活
動をする。

クレヨンやパスでこすり出して絵に
表す。

白いクレヨンと絵の具で、はじき絵
を描く。

仕組みを生かした紙けん玉をつ
くって遊ぶ。

筆をのびのびと動かして描きたい
「えのぐじま」を描く。

紙粘土と磁石でたのしいマスコット
をつくる。

互いの作品を見合うことを通して、
互いの「びっくりやさい」の形や色
のよさや違いに気づいている。
クレヨンやカラーペン、共同絵の具
の扱いに慣れるとともに、形や色、
描き方を工夫して表している。

手で粘土の塊へ働きかけることを
通じて、粘土の形や質感がさまざ
まに変化する面白さに気づいてい
る。
粘土の塊をひねる、つまむ、穴を
開けるなど、手や体全体の感覚を
働かせながら、表し方を工夫して
表している。

色水をつくったり並べたりすること
を通して、混ぜたときの色の変化
や並べたときの色や形の面白さに
気づいている。
いろいろな色の色水をつくったり、
好きな容器に入れて並べたりする
など、活動を工夫してつくってい
る。

クレヨンやパスをぼかした形や色
などをもとに表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

はじき絵の技法から表したいことを
見つけ、どのように表すかを考え
ている。

仕組みをもとにつくりたいけん玉を
思いつき、どのように表すかを考
えている。

「えのぐじま」「カラフルななみ」な
どの言葉から表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

磁石の特性をもとにつくりたいもの
を思いつき、どのように表すかを
考えている。

「びっくりやさい」という言葉から想
像して表したいことを見つけ、どの
ように表すかを考えている。

粘土の塊をひねったりつまんだり
してできた形をもとに表したいこと
を見つけ、どのように表すかを考
えている。

つくった色水の色や、容器の形を
もとに造形的な活動を思いつき、
どのように活動するかを考えてい
る。

クレヨンやパスを用いたぼかし遊
びに関心をもち、たのしく取り組も
うとしている。

はじき絵の技法に関心をもち、あ
らわれたら面白い生き物を描く活
動にたのしく取り組もうとしてい
る。

けん玉をつくって遊ぶ活動に関心
をもち、たのしく取り組もうとしてい
る。

絵の具を筆で塗る快さを味わいな
がら、心を開いてたのしく取り組も
うとしている。

磁石を利用したおもちゃや飾りを
つくることに関心をもち、たのしく取
り組もうとしている。

「びっくりやさい」という言葉から自
由に想像を広げ、たのしく絵を描く
活動に取り組もうとしている。

自分らしい「むぎゅたん」を表すこ
とに関心をもち、粘土に積極的に
働きかけながらたのしく取り組もう
としている。

色水をつくったり、並べたりするこ
とに関心をもち、思いついた活動
にたのしく取り組もうとしている。
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身近なものを使って何かに変身す
ることをたのしむ。
※鑑賞として、「小さな美術館」

画用紙に穴を開けて、つながる二
つの世界を絵に表す。

カッターナイフを使っていろいろな
線を切る活動をする。
※カッターナイフの使い方に慣れ
る。

色画用紙や色造形紙をカッターナ
イフで切って窓を開けるなどして、
建
物をつくる。

絵の具をたらした模様から想像し
て、絵に表す。

厚紙や段ボールの切れ端などで
絵の具をのばし、できた模様から
絵に表す。

自然の材料を集め、つないだり組
み合わせたりして活動する。

見たり遊んだりした動物を思い出
して絵に表す。

透明ファイルを切って、ひねったり
丸めたりして思いついた生き物を
立体に表す。

絵の具やカラーペン、インクなどで
いろいろな模様を表す。

お花紙をちぎって重ねて貼り、光
を通すと美しい飾りをつくる。

絵の具をたらすことを通して、そこ
から偶然に生まれる線の形や色
の面白さに気づいている。絵の具
の色を選んだり、垂らす向きや、重
なりをいろいろ試したりするなど、
表し方を工夫して表している。

友達と作品を見合うことを通して、
互いの描いた「虹」の形や色、そ
の生かし方の違いに気づいてい
る。絵の具の色を選んだり、厚紙
を動かす勢いや向きなどをいろい
ろ試したりするなど、工夫して表し
ている。

自然の材料を集め、並べたりつな
いだりすることを通して、材料の形
や色、触った感じの面白さに気づ
いている。自然の材料を並べたり
つないだりするなど、手や体全体
の感覚を働かせ、活動を工夫して
つくっている。

互いの作品を見合うことを通して、
動物やまわりの様子の形や色の
よさに気づいている。表してみた
い場面になるように、形や色、描
き方を工夫して表している。

互いの作品を見合うことを通して、
透明な材料が重なったり組み合わ
さったりしたときにできる色や影、
形の面白さに気づいている。透明
ファイルの切り方やひねり方、組
み合わせ方などをいろいろ試すな
ど、工夫して表している。

いろいろな描画材料を使って模様
を表すことを通して、そこから生ま
れる形や色の面白さや違いに気
づいている。
泡の形を写したり、折り染めをした
りするなど、いろいろな表し方を試
しながら工夫して表している。

作品づくりやできた作品を飾ること
を通して、触った感じの心地よさ
や、重なったお花紙の形や色の面
白さに気づいている。
お花紙の並べ方や重ね方をいろ
いろ試すなど、表したいことをもと
に工夫して表している。

それぞれの技法の特徴をもとに表
したいことを見つけ、どのように表
すかを考えている。

お花紙の触り心地を味わいなが
ら、飾りをつくる活動にたのしく取
り組もうとしている。

たらしてできる絵の具の模様から
絵に表すことに関心をもち、たのし
く取り組もうとしている。

絵の具を厚紙でのばす快さを味わ
いながら、たのしく取り組もうとして
いる。

自然の材料の形や色に関心をも
ち、思いついた活動にたのしく取り
組もうとしている。

動物を見たり動物と遊んだときの
ことを思い出しながら、たのしく活
動に取り組もうとしている。

透明ファイルを切ったりひねったり
してできた形をもとにつくりたいも
のを思いつき、どのように表すか
を考えている。

身近なものの形や色、触った感じ
などの特徴や面白さを感じ取り、
自分の見方や感じ方を広げてい
る。

「あな」という言葉から想像して表
したいことを見つけ、どのように表
すかを考えている。

それぞれの技法の特徴をもとに表
したいことを見つけ、どのように表
すかを考えている。

お花紙を並べたり重ねたりしたとき
の色や形、触った感じなどをもとに
表したいことを見つけ、どのように
表すかを考えている。

偶然にできた絵の具の形や色をも
とに表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

厚紙でのばした絵の具の形や色
から表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

自然の材料の形や色、触った感じ
などをもとに造形的な活動を思い
つき、どのように活動するかを考
えている。

動物を見たり動物と遊んだときの
気持ちをもとに表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

透明な材料に興味をもち、自分ら
しい「すけるん」を表す活動にたの
しく取り組もうとしている。

身近なものの形や色などを再度
違った角度から見直しながら、変
身させる活動にたのしく取り組もう
としている。

穴でつながる二つの世界を描くこ
とに関心をもち、想像を広げなが
らたのしく取り組もうとしている。

カッターナイフで紙を切る快さを味
わいながら、活動にたのしく取り組
もうとしている。

カッターナイフで紙を切る快さを味
わいながら、活動にたのしく取り組
もうとしている。

カッターナイフで切った紙の形をも
とに表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

カッターナイフで切った紙の形をも
とに表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

身近なものを変身させる活動を通
して、それぞれの形や色、触った
感じの特徴や違いに気づいてい
る。

互いの作品を見合うことを通して、
「あな」の形の生かし方や、まわり
の様子の形や色のよさに気づいて
いる。好きな色を選んだり、気に
入った形になるようにいろいろ試し
たりするなど、表し方を工夫して表
している。

作品を表したり見たりすることを通
して、カッターナイフが生む鋭い形
の面白さやよさに気づいている。
安全で正しいカッターナイフの扱
いに慣れ、いろいろな線の効果を
試すなど、工夫して表している。

互いの作品を見合うことを通して、
建物や窓の形の面白さに気づい
ている。カッターナイフの扱いに慣
れ、表したいことをもとに建物や窓
の形などを工夫して表している。
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型紙版画の表現に関心をもち、版
で現す活動にたのしく取り組もうと
している。

お花紙を重ねて貼り、張り子のお
面をつくって遊ぶ。

つくったお面で遊ぶことを通して、
お面の形や色の面白さ、持ち上げ
たときの軽さなどに気づいている。
土台となる型の形やお花紙の貼り
方、飾り付けの方法などをいろい
ろと試すなど、工夫して表してい
る。

自分が変身してみたい姿をもとに
つくりたいお面を思いつき、どのよ
うに表すかを考えている。

お面をつくって変身することの興
味をもち、たのしく取り組もうとして
いる。

ローラー遊びや型紙版画の表現
から表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

版を並べたり重ねたりして写すこと
を通して、写るものの形や色の美
しさや面白さに気づいている。版
の並べ方や重ね方、写す位置をい
ろいろと試すなど、工夫して表して
いる。

型紙をつくって並べ方や重なり方
などを工夫して版画に表す。
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図画工作 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
絵に表したり友達の作品を見たり
することを通して、描かれたものの
形や色のよさに気づいている。
表したい場面になるように、形や
色、描き方を工夫して表している。

粘土に働きかけることを通して、
触った感じや形の変化に気づいて
いる。
粘土をにぎる、穴を開ける、たたい
てのばすなど、手や体全体の感覚
を働かせ、活動を工夫してつくって
いる。
新聞紙に働きかけることを通して、
形や触った感じの変化に気づいて
いる。
新聞紙をねじったり裂いたり穴を
開けたりするなど、手や体全体の
感覚を働かせ、活動を工夫してつ
くっている。
いろいろなこすり方を試すことを通
して、そこから生まれる形や色の
美しさや面白さに気づいている。
いろいろなこすり方を試したり組み
合わせたりしながら工夫して表し
ている。

絵に表したり友達の作品を見たり
することを通して、はじき絵から生
まれた形や色の面白さに気づいて
いる。
生き物の形や、生き物のまわりの
色づかいなどの表し方を工夫して
表している。

互いの作品で遊ぶことを通して、
けん玉の形や色の面白さやよさに
気づいている。
好きな材料を選んでけん玉を飾っ
たり、面白い構造を考えたりする
など、表したいことをもとに工夫し
て表している。

仕組みを生かした紙けん玉をつ
くって遊ぶ。

自分が好きなことを絵に表すこと
に関心をもち、たのしく取り組もう
としている。

粘土に積極的に働きかけ、いろい
ろな形を見つけることをたのしもう
としている。

全身で新聞紙に働きかけながら、
いろいろな形や触った感じの変化
などを見つけることをたのしもうと
している。

クレヨンやパスを用いたぼかし遊
びに関心をもち、たのしく取り組も
うとしている。

はじき絵の技法に関心をもち、あ
らわれたら面白い生き物を描く活
動にたのしく取り組もうとしてい
る。

けん玉をつくって遊ぶ活動に関心
をもち、たのしく取り組もうとしてい
る。

経験をもとに表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

遊んだこと、友達や家族としたこ
と、好きなことをしている自分を描
く。

粘土の触り心地を感じて活動す
る。

体全体を使って、新聞紙で活動す
る。

クレヨンやパスでこすり出して絵に
表す。

白いクレヨンと絵の具で、はじき絵
を描く。

えのぐじま

くっつき マスコット

大きく そだて、びっくりやさい

こんにちは、むぎゅたん

見つけたよ、わたしの 色水

すきなこと なあに

ねん土が うごき出す！

新聞紙と あそぼう

ぼかしあそびで

ふしぎな いきもの あらわれた

互いの作品を見合うことを通して、
互いの「えのぐじま」の形や色、筆
触の違いなどに気づいている
筆の太さや手を動かす速さや強さ
による筆触、色使いなどを試しな
がら、工夫して表している。

遊んだり、実際に使ったりすること
を通して、作品の形や色のよさ、
面白さに気づいている。
くっついたり、離れたりする磁石の
特性を生かした形や色、しかけな
どを試しながら工夫して表してい
る。

互いの作品を見合うことを通して、
互いの「びっくりやさい」の形や色
のよさや違いに気づいている。
クレヨンやカラーペン、共同絵の具
の扱いに慣れるとともに、形や色、
描き方を工夫して表している。

手で粘土の塊へ働きかけることを
通じて、粘土の形や質感がさまざ
まに変化する面白さに気づいてい
る。
粘土の塊をひねる、つまむ、穴を
開けるなど、手や体全体の感覚を
働かせながら、表し方を工夫して
表している。

色水をつくったり並べたりすること
を通して、混ぜたときの色の変化
や並べたときの色や形の面白さに
気づいている。
いろいろな色の色水をつくったり、
好きな容器に入れて並べたりする
など、活動を工夫してつくってい
る。

筆をのびのびと動かして描きたい
「えのぐじま」を描く。

紙粘土と磁石でたのしいマスコット
をつくる。

大きく育つ野菜を想像して絵に表
す。

「むぎゅたん」という想像の生き物
を粘土で立体に表す。

色水をつくりながら思いついた活
動をする。

粘土に触った感じやそこから生ま
れる形をもとに造形的な活動を思
いつき、どのように活動するかを
考えている。

新聞紙に働きかけることから生ま
れる形をもとに造形的な活動を思
いつき、どのように活動するかを
考えている。

絵の具を筆で塗る快さを味わいな
がら、心を開いてたのしく取り組も
うとしている。

磁石を利用したおもちゃや飾りを
つくることに関心をもち、たのしく取
り組もうとしている。

「びっくりやさい」という言葉から自
由に想像を広げ、たのしく絵を描く
活動に取り組もうとしている。

自分らしい「むぎゅたん」を表すこ
とに関心をもち、粘土に積極的に
働きかけながらたのしく取り組もう
としている。

色水をつくったり、並べたりするこ
とに関心をもち、思いついた活動
にたのしく取り組もうとしている。

クレヨンやパスをぼかした形や色
などをもとに表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

はじき絵の技法から表したいことを
見つけ、どのように表すかを考え
ている。

仕組みをもとにつくりたいけん玉を
思いつき、どのように表すかを考
えている。

「えのぐじま」「カラフルななみ」な
どの言葉から表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

磁石の特性をもとにつくりたいもの
を思いつき、どのように表すかを
考えている。

「びっくりやさい」という言葉から想
像して表したいことを見つけ、どの
ように表すかを考えている。

粘土の塊をひねったりつまんだり
してできた形をもとに表したいこと
を見つけ、どのように表すかを考
えている。

つくった色水の色や、容器の形を
もとに造形的な活動を思いつき、
どのように活動するかを考えてい
る。



2

4

4

2

2

6

4

2

4

1

3まどのある たてもの

のりのり おはながみで

えのぐを たらした かたちから

えのぐひっぱレインボー

しぜんからの おくりもので

どうぶつさんと いっしょに

すけるん たんじょう

いろいろ もよう
（形と色でショートチャレンジ）

透明ファイルを切って、ひねったり
丸めたりして思いついた生き物を
立体に表す。

身近なものを使って何かに変身す
ることをたのしむ。
※鑑賞として、「小さな美術館」

画用紙に穴を開けて、つながる二
つの世界を絵に表す。

絵の具やカラーペン、インクなどで
いろいろな模様を表す。

お花紙をちぎって重ねて貼り、光
を通すと美しい飾りをつくる。

絵の具をたらした模様から想像し
て、絵に表す。

厚紙や段ボールの切れ端などで
絵の具をのばし、できた模様から
絵に表す。

自然の材料を集め、つないだり組
み合わせたりして活動する。

見たり遊んだりした動物を思い出
して絵に表す。

いろいろな描画材料を使って模様
を表すことを通して、そこから生ま
れる形や色の面白さや違いに気
づいている。
泡の形を写したり、折り染めをした
りするなど、いろいろな表し方を試
しながら工夫して表している。

身近なものの形や色、触った感じ
などの特徴や面白さを感じ取り、
自分の見方や感じ方を広げてい
る。

「あな」という言葉から想像して表
したいことを見つけ、どのように表
すかを考えている。

それぞれの技法の特徴をもとに表
したいことを見つけ、どのように表
すかを考えている。

お花紙を並べたり重ねたりしたとき
の色や形、触った感じなどをもとに
表したいことを見つけ、どのように
表すかを考えている。

偶然にできた絵の具の形や色をも
とに表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

厚紙でのばした絵の具の形や色
から表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

自然の材料の形や色、触った感じ
などをもとに造形的な活動を思い
つき、どのように活動するかを考
えている。

動物を見たり動物と遊んだときの
気持ちをもとに表したいことを見つ
け、どのように表すかを考えてい
る。

友達と作品を見合うことを通して、
互いの描いた「虹」の形や色、そ
の生かし方の違いに気づいてい
る。絵の具の色を選んだり、厚紙
を動かす勢いや向きなどをいろい
ろ試したりするなど、工夫して表し
ている。

自然の材料を集め、並べたりつな
いだりすることを通して、材料の形
や色、触った感じの面白さに気づ
いている。自然の材料を並べたり
つないだりするなど、手や体全体
の感覚を働かせ、活動を工夫して
つくっている。

互いの作品を見合うことを通して、
動物やまわりの様子の形や色の
よさに気づいている。表してみた
い場面になるように、形や色、描
き方を工夫して表している。

互いの作品を見合うことを通して、
透明な材料が重なったり組み合わ
さったりしたときにできる色や影、
形の面白さに気づいている。透明
ファイルの切り方やひねり方、組
み合わせ方などをいろいろ試すな
ど、工夫して表している。

作品づくりやできた作品を飾ること
を通して、触った感じの心地よさ
や、重なったお花紙の形や色の面
白さに気づいている。
お花紙の並べ方や重ね方をいろ
いろ試すなど、表したいことをもと
に工夫して表している。

絵の具をたらすことを通して、そこ
から偶然に生まれる線の形や色
の面白さに気づいている。絵の具
の色を選んだり、垂らす向きや、重
なりをいろいろ試したりするなど、
表し方を工夫して表している。

お花紙の触り心地を味わいなが
ら、飾りをつくる活動にたのしく取
り組もうとしている。

たらしてできる絵の具の模様から
絵に表すことに関心をもち、たのし
く取り組もうとしている。

絵の具を厚紙でのばす快さを味わ
いながら、たのしく取り組もうとして
いる。

自然の材料の形や色に関心をも
ち、思いついた活動にたのしく取り
組もうとしている。

動物を見たり動物と遊んだときの
ことを思い出しながら、たのしく活
動に取り組もうとしている。

透明な材料に興味をもち、自分ら
しい「すけるん」を表す活動にたの
しく取り組もうとしている。

それぞれの技法の特徴をもとに表
したいことを見つけ、どのように表
すかを考えている。

透明ファイルを切ったりひねったり
してできた形をもとにつくりたいも
のを思いつき、どのように表すか
を考えている。

身近なものの形や色などを再度
違った角度から見直しながら、変
身させる活動にたのしく取り組もう
としている。

穴でつながる二つの世界を描くこ
とに関心をもち、想像を広げなが
らたのしく取り組もうとしている。

カッターナイフで紙を切る快さを味
わいながら、活動にたのしく取り組
もうとしている。

カッターナイフで紙を切る快さを味
わいながら、活動にたのしく取り組
もうとしている。

カッターナイフで切った紙の形をも
とに表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

カッターナイフで切った紙の形をも
とに表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

身近なものを変身させる活動を通
して、それぞれの形や色、触った
感じの特徴や違いに気づいてい
る。

互いの作品を見合うことを通して、
「あな」の形の生かし方や、まわり
の様子の形や色のよさに気づいて
いる。好きな色を選んだり、気に
入った形になるようにいろいろ試し
たりするなど、表し方を工夫して表
している。

作品を表したり見たりすることを通
して、カッターナイフが生む鋭い形
の面白さやよさに気づいている。
安全で正しいカッターナイフの扱
いに慣れ、いろいろな線の効果を
試すなど、工夫して表している。

互いの作品を見合うことを通して、
建物や窓の形の面白さに気づい
ている。カッターナイフの扱いに慣
れ、表したいことをもとに建物や窓
の形などを工夫して表している。

カッターナイフを使っていろいろな
線を切る活動をする。
※カッターナイフの使い方に慣れ
る。

色画用紙や色造形紙をカッターナ
イフで切って窓を開けるなどして、
建
物をつくる。

へんしんしよう

あなの むこうは ふしぎな せかい

めざせ！ カッターナイフ名人



4

4

いっぱい うつして 型紙版画の表現に関心をもち、版
で現す活動にたのしく取り組もうと
している。

かぶって へんしん お花紙を重ねて貼り、張り子のお
面をつくって遊ぶ。

つくったお面で遊ぶことを通して、
お面の形や色の面白さ、持ち上げ
たときの軽さなどに気づいている。
土台となる型の形やお花紙の貼り
方、飾り付けの方法などをいろい
ろと試すなど、工夫して表してい
る。

自分が変身してみたい姿をもとに
つくりたいお面を思いつき、どのよ
うに表すかを考えている。

お面をつくって変身することの興
味をもち、たのしく取り組もうとして
いる。

ローラー遊びや型紙版画の表現
から表したいことを見つけ、どのよ
うに表すかを考えている。

版を並べたり重ねたりして写すこと
を通して、写るものの形や色の美
しさや面白さに気づいている。版
の並べ方や重ね方、写す位置をい
ろいろと試すなど、工夫して表して
いる。

型紙をつくって並べ方や重なり方
などを工夫して版画に表す。



教科 学年

絵の具と
水のハー
モニー

2

ふわふわ
空気のつ
み木

2

ねん土ラ
ンドへよう
こそ

2

ふくろの中
には、何
が…

4

ふしぎな
乗りもの

4

にじんで
広がる色
の世界

4

つかって
たのしいカ
ラフルね
ん土

4

光サンド
イッチ

4

あみあみ
大さくせん

2

でこぼこさ
ん大集合

4

集めて、な
らべてマイ
コレクショ
ン

2

カラフルねん土をつくりながら、形
や色の感じがわかっている。粘土
を使った経験などを生かしながら、
思いついた使ってたのしいもの
を、形や色を工夫して表している。

光を通す材料を扱ったり触れたり
しながら、光があたるときの材料
の形や色などの感じがわかってい
る。光や影を意識して、材料の形
や色を試したり、つくり方を考えた
り組み合わせたりして工夫してい
る。

身辺材料を使って、紙袋の中に自
分だけの世界をつくる。

身近なものがどんな乗り物になっ
たら面白いか考えて、絵に表す。

図画工作 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
筆の動かし方や水の量を変えるな
どすることを通して、あらわれる形
や色などの感じがわかっている。
水彩絵の具を使ってできる形や色
の感じ、筆の動かし方でできる跡
の違いなど、いろいろな表し方を
工夫している。

膨らませたビニル袋をたくさんつ
くったり触れたりしながら、形や
色、ビニル袋の感触や活動する場
所の感じがわかっている。膨らま
せたビニル袋の積み方やつなぎ
方など、体全体を働かせ、活動を
工夫してつくっている。
粘土に触れたり動かしたりするこ
とを通して、粘土でできる形などの
感じがわかっている。握る、ひね
る、積み上げる、つなげるなど、手
のさまざまな部分を使い、粘土で
できそうなこと、やってみたいこと
などを工夫している。

いろいろな材料を見たり触れたり
集めたりして、それぞれの形や色
の感じがわかっている。いろいろ
な材料の使い方を、想像した世界
に合わせて工夫している。

どのようなものが乗り物になったら
たのしいかを考えながら、身近な
ものの形や色の感じがわかってい
る。不思議な乗り物の形や色を、
自分の思いに合わせて、描き方を
工夫している。

筆、パレット、筆洗の使い方を知っ
て、水の量を工夫して絵を描く。
※筆や筆洗、パレットの使い方に
慣れる。

空気を入れたビニル袋の心地よさ
を味わいながら活動する。

友達と協力して、たのしい「ねん土
ランド」をつくる。

白いクレヨンやパスの形を生かし、
絵の具をにじませた世界を描く。

軽量紙粘土に絵の具を混ぜて、
使ってたのしいものをつくる。

色セロハンをトレーシングペー
パーではさみ、光を通すときれい
な飾りをつくる。

網を使って場所を生かした活動を
する。

凹凸のある身近な材料を台紙に
貼って、版画に表す。

自然の材料を集めて空き箱に自
分らしく詰めたり並べたりする。
※鑑賞として、「小さな美術館」

網に触れたり、場所に関わったり
しながら、材料やまわりの環境の
形や色の感じがわかっている。網
を広げたり、ねじったり、くるんだ
り、結んだりして手や体を十分に
働かせ、活動を工夫してつくってい
る。

凹凸のあるさまざまな材料を集め
たり、紙に写したりすることを通し
て、あらわれる形や色の感じがわ
かっている。いろいろな材料を組
み合わせて版をつくったり、刷り色
の組み合わせや写し方の工夫をし
ている。

自然のものを集めて、実際に触れ
ながら、形や色の特徴やその感じ
がわかっている。形や色、手触り
などから、自分なりのいろいろな
仲間分けを思いついている。

水彩絵の具でいろいろな描き方を
試し、描く心地よさを味わい、表す
ことをたのしもうとしている。

膨らませたビニル袋の感触など心
地よさを味わい、友達と協力して
たのしもうとしている。

友達と協力しながら、粘土に働き
かけ、自他の感覚やイメージを共
有しながら、「ねん土ランド」をつく
ることをたのしもうとしている。

いろいろな材料で袋の中の世界を
つくることをたのしもうとしている。

想像をふくらませながら、不思議な
乗り物を描くことをたのしもうとして
いる。

にじみを生かして自分の色の世界
を表すことをたのしもうとしている。

にじみでできた形や色の感じか
ら、自分の色の世界のイメージを
もち、表したいことやお話を思いつ
き、表し方を考えている。

カラフルねん土でできる形や色の
感じや自分のイメージから、使って
たのしいものを思いつき、どのよう
に表すか考えている。

光を通した材料の形や色の感じや
組み合わせから感じたことをもと
に、表したい光の飾りを思いつき、
どのように表すかについて考えて
いる。

大きな網をいろいろな場所にかけ
ることからイメージを広げ、場所な
ども生かしながら、活動を思いつ
いたり、変化させたりしながら、ど
のように活動するかについて考え
ている。

版をつくったり写したりしてイメージ
を広げ、「でこぼこさん」とそのお話
を考えている。

コレクションの詰め方や並べ方、
形や色などの感じをもとに、自分
や友達のコレクションのよさを見つ
けようとしている。

絵の具遊びで描いた形や色の感
じをもとに、好きな形や色、描く心
地よさから思いを広げて、表した
い感じを考えている。

膨らませたビニル袋の形や色、感
触、活動する場所の感じをもとに、
自分のイメージを広げながら、造
形的な活動を思いついたり、新しく
変化させたりしてどのように活動
するかについて考えている。

粘土の感触や働きかけてできた形
などからイメージを広げ、どのよう
な「ねん土ランド」ができそうか思
いついたり、表し方などを考えたり
している。

クレヨンやパスで描いた形の中に
絵の具をたらしてにじみをつくりな
がら、形や色などの感じがわかっ
ている。にじみでできる形や色の
水たまりをつくり、形や色の組み合
わせを工夫して自分の色の世界を
表している。

自分のイメージをもち、袋の中に
表したい世界を思いつき、材料や
袋の形を生かしながら表すことを
考えている。

自分のイメージをもちながら、想像
したことから思いついた不思議な
乗り物やお話を考えたりしている。

カラフルねん土でつくることをたの
しもうとしている。

光を通したときの材料や飾りの美
しさをたのしもうとしている。

場所を見つけ、網を使った活動を
友達と協力しながら、たのしもうと
している。

でこぼこを組み合わせて版をつ
くったり、写したりすることをたのし
もうとしている。

形や色、手触りなど自分の気に
入った感じの自然の材料を集めた
り、箱に並べたりすることをたのし
もうとしている。



トントンく
ぎ打ち、コ
ンコンビー
玉

4

未来にタ
イムスリッ
プ

4

さわってわ
くわく

2

生まれか
わったな
かまたち

4

のこぎりひ
いてザク、
ザク、ザク

4

線と線が
集まって
（形と色で
ショート
チャレン
ジ）

2

へん身だ
んボール

2

みんなで
オン・ス
テージ！

4

のこぎりで角材を切りながら、いろ
いろな角材の形の感じがわかって
いる。のこぎりの扱いに慣れ親し
みながら、どのようにのこぎりを使
うとよいか考え、切り方や木切れ
の組み合わせ方を工夫している。

たくさんの線を描いたり、色を塗っ
たりしながら、形や色などの感じが
わかっている。自分が感じた形や
色の面白さなどから、線の組み合
わせや色の塗り方を工夫してい
る。

段ボールに触れながら、形などの
感じや加工の方法についてわかっ
ている。体全体を使って、段ボー
ルの切り方や穴の開け方、つなげ
方などを工夫している。

夢をかなえた瞬間を思い浮かべた
り、動きで表したりしながら、その
場面に合ったポーズや形や色の
感じがわかっている。描画材料を
使った経験などを生かしながら、
夢をかなえた瞬間の場面に合った
表し方を工夫している。

材料に触ったり、見たりして、材料
の形や色などの感じを捉えてい
る。材料に触れながら、形を変え
たり、並べたり、組み合わせ方な
どを工夫して表している。

材料に触れたり、変形させたり、組
み合わせたりしながら、形や色な
どの感じがわかっている。材料の
変化を試しながら、表したいことに
合わせて、形や色の組み合わせ
方などの工夫をしている。

段ボール箱を切ったり、穴を開け
たり、つなげたりして変身できるも
のをつくって遊ぶ。
※段ボールカッターに慣れる。

空き箱と輪ゴムなどを使って弦楽
器をつくり、みんなで演奏してたの
しむ。

板材に釘を打って、ビー玉が転が
るコースターをつくって遊ぶ。
※金づちと釘の使い方に慣れる。

将来自分がなりたい夢を想像して
絵に表す。

身近な材料の触り心地を生かして
貼り、絵に表す。

古着などの形や色の組み合わせ
を工夫して、生き物などを立体に
表す。

角材をたくさんのこぎりで切り、木
片を組み合わせてつくりたいもの
をつくる。
※のこぎりの使い方に慣れる。

線の組み合わせ方や色の塗り方
を工夫して絵に表す。

金づちを使って釘を打ったり、材料
を付けたりしながら、形や色の感じ
がわかっている。釘や金づちの扱
いに慣れ親しみながら、材料の付
け方を工夫してコースをつくってい
る。

段ボールの形の感じや特徴からイ
メージを広げ、思いついた自分が
変身したいものをどのように表す
かを考えている。

輪ゴムのかけ方やネックの取りつ
け方、空き箱や容器の特徴から発
想して、つくりたい弦楽器のイメー
ジを広げ、どのように表していくか
を考えている。

釘打ちでできる、ビー玉が転がる
コースを考えながら、つくりたいも
のの発想を広げ、釘の位置を試し
たり、ビー玉の動きを確かめたりし
ながら、たのしい仕組みを考えて
いる。

将来の自分を想像し、夢をかなえ
た場面を思いつき、どのように描
き表すかを考えている。

触り心地から仲間分けをしたり並
べたりしながら、表したいことを見
つけ、どのように貼るかを考えて
いる。

靴下や手袋に新聞紙などを詰め
たり、ひもなどで結んだりした形や
色などの感じをもとに、イメージを
広げてつくりたいものを想像し、材
料を生かして表したいなかまを考
えている。

切ってできた形の感じから想像を
広げ、つくりたいものを思いつき、
どのように組み合わせて表してい
くかについて考えている。

線がつくる形や色などの感じか
ら、自分のイメージをもち、表した
いことを見つけ、形の組み合わせ
や色の塗り方などを考えている。

自分の夢を絵に表すことをたのし
もうとしている。

材料の触り心地のよさや違いをた
のしもうとしている。

靴下や手袋などの材料の形を変
えていくことをたのしもうとしてい
る。

木の感触に親しみながら、のこぎ
りを使って角材を切ることをたのし
もうとしている。

線の組み合わせで生まれる形を
表すことをたのしもうとしている。

段ボール箱でつくった変身するも
のを身につけてたのしもうとしてい
る。

友達と協力して、釘を打つ感触を
たのしみながら、ビー玉がいろい
ろな動きをする形や仕組みに関心
をもって、つくったコースで遊ぶこ
とをたのしもうとしている。

弦楽器をつくることや友達といっ
しょに演奏することをたのしもうとし
ている。

空き箱と輪ゴムを組み合わせなが
ら、形や色などの感じや音の出る
仕組みの特徴がわかっている。箱
や角材などいろいろな材料や用具
を使い、自分の表したい弦楽器に
合わせて形や色、つくり方を工夫
している。



教科 学年

絵の具の
ぼうけん、
たのしさ
発見！

2

つけて、
のばして、
生まれる
形

2

木々を見
つめて

4

つないで
組んで、
すてきな
形

4

つなが
れ、広が
れ！　だ
んボール

2

かみわ
ざ！　小
物入れ

4

へんてこ
山の物語

6

どろどろ
カッチン

4

本から飛
び出した
物語

6

わくわくネ
イチャーラ
ンド

2

飛び出す
ハッピー
カード

4

何にかこ
うかな
（形と色で
ショート
チャレン
ジ）

2

キラキラ
ワールド

2

学校もり
あげマス
コット

2

絵から聞
こえる音

2

つくって、
つかって、
たのしん
で

4

ほって表
す不思議
な花

6

トントンつ
ないで

4

ゆめいろ
らんぷ

4

のこぎりでいろいろな形に板を
切ったり、切った板を組み合わせ
たりして、形や色やその組み合わ
せの感じがわかっている。のこぎ
りなどの用具の扱いに慣れ親し
み、板の切り方や組み合わせ方
を工夫している。

彫ったり刷ったりすることを通し
て、形や色などの感じがわかって
いる。彫刻刀の扱いに慣れ親し
み、表したいことに合わせて彫り
方や刷り方などを試しながら工夫
して表している。

角材と板を接合することを通し
て、形や色、組み合わせたときの
動きなどの感じがわかっている。
のこぎりや金づち、釘を使いなが
ら、つなぎ方や動き方を工夫して
表している。

「へんてこ山」を描くことを通して、
形や色などの感じがわかってい
る。描画材料を選んだり筆使いを
工夫したりして、表したい「へんて
こ山」の形や色などの表し方を工
夫している。

布や芯材に触れたりしながら、形
などの感じがわかっている。布や
液体粘土の特性を生かして、布
の形や固め方を工夫している。

紙バンドを組み合わせて、使った
り飾ったりするものをつくる。

段ボール箱を切り分けて、つない
だり組み合わせたりして活動す
る。

図画工作 第４学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
身のまわりのものを使って絵の具
遊びをしながら、つくり出した形や
色などの感じがわかっている。身
の回りのものを工夫して使った
り、思いついたものなども試したり
して、絵の具遊びをしている。

粘土に触れたり動かしたりして、
形の感じや変化がわかっている。
握る、かき出す、ねじる、積み上
げるなど、手や用具を使いなが
ら、いろいろな形の表し方を工夫
している。

身近にある木々を見たり、触れた
りすることから木々の形や色、そ
れらの組み合わせによる感じが
わかっている。絵の具を使って、
色づくりや混色、筆使いなど、さま
ざまに試しながら、自分の思いや
表したいことに合わせて表し方を
工夫している。

紙バンドを曲げたり折ったり、組
み合わせたりして、形や色の感じ
がわかっている。紙バンドを曲げ
たり折ったりしながら、表したいこ
とに合わせて組み合わせ方やつ
なぎ方を工夫している。

段ボールを切ったりつないだりし
て、形や色の感じがわかってい
る。体全体を使って、切り方やつ
なぎ方を工夫し、段ボールの形を
変えていく活動を工夫してつくっ
ている。

身近なものを使って絵の具遊び
をたのしむ。

粘土をつけたりのばしたりして、
気に入った立体に表す。

木を見たり触ったりして、表したい
木を見つけ、絵に表す。

色厚紙で箱をつくり、それらを組
み合わせて入れ物をつくる。

「へんてこ山」の形から想像して
お話を考えながら、絵に表す。

布を液体粘土で固めた形を生か
して、立体に表す。

本のお気に入りの場面を段ボー
ルと軽量紙粘土などでつくり、み
んなで伝え合ってたのしむ。

自然の場所を生かしてたのしい
遊び場をつくる活動をする。

友達や家族に伝える飛び出す
カードをつくる。

キラキラ光る材料を見たり、触れ
たり、集めたりすることを通して、
材料の形や色などの感じがわ
かっている。キラキラ光る材料の
形や色、触感などを生かして、組
み合わせや重なりなどを工夫して
いる。

マスコットを描くことを通して、形
や色などの感じがわかっている。
表したいマスコットに合わせた形
や色の工夫をしている。

自分の感覚で絵を見ることを通し
て、音を表す形や色などの感じが
わかっている。感じた音を表す形
や色の組み合わせを工夫してい
る。

角材と薄い板を釘でつなぎ、動く
ものをつくる。
※きりの使い方、金づちと釘の使
い方に慣れる。

透明容器と色セロハンなどを組み
合わせ、ランプをつくってみんなで
飾る。

画用紙以外のいろいろなものに
描く。

キラキラ光る紙を切ったり重ねた
りして貼り絵に表す。

学校生活をたのしませたり手伝っ
てくれたりするマスコットを描く。

絵から感じた音を形や色で表し、
互いの感じ方の違いを味わったり
たのしんだりする。
※鑑賞として、「小さな美術館」

のこぎりで切った板を組み合わ
せ、使ってたのしいものをつくる。

不思議な花を版木に彫刻刀で
彫って木版画に表す。
※彫刻刀の使い方に慣れる。

お気に入りの場面を表すことを通
して、形や色、材料やその組み合
わせなどの感じがわかっている。
表したい場面に合わせて、形や
色、身近な材料の使い方やつくり
方などを工夫している。

活動を通して、活動場所にある自
然のものの形や色、場所の感じ
がわかっている。見たり、触れた
り、動いたりしながら、広さや起伏
など活動する場所の特徴や、自
然材料の形や色などの感じを生
かして活動を工夫してつくってい
る。

飛び出す仕組みのカードをつくる
ことを通して、紙の特徴から形や
色などの感じがわかっている。飛
び出す仕組みを生かし、表したい
カードに合わせて、形や色や組
み合わせ方を工夫している。

画用紙以外のものに描くことを通
して、材料の特徴や感じがわかっ
ている。材料に合った描画材料を
使い、表したいことの描き方を工
夫している。

いろいろな用具を使って、絵の具
でできることに気づいたり、思い
がけない形や色をつくり出すこと
をたのしもうとしている。

粘土の感触を味わいながら、進
んでつくることをたのしもうとして
いる。

身近にある木々に興味をもち、自
分なりの木を描くことをたのしもう
としている。

紙バンドの特徴を生かして、使え
るものや飾りをつくることをたのし
もうとしている。

自分の思いを追求したり友達と協
力したりしながら活動をしようとし
ている。

小物入れをつくることにたのしく取
り組もうとしている。

自分のイメージや形や色などの
感じをもとに、使ってみたい小物
入れを思いつき、表し方やどのよ
うにつくっていくかを考えている。

「へんてこ山」の形から想像を広
げ、思いついたお話をどのように
表すか考えている。

固まった布の形から、自分のイ
メージを広げ、表したい世界やも
のなどを思いつき、どのように表
すかについて考えている。

物語を読んだり聴いたりして、思
い浮かべたお気に入りの場面の
様子や、登場人物の気持ちなど
イメージしたことから、物語の場
面のよさを伝えるためにはどのよ
うに表すとよいかについて考えて
いる。

自然の場所の特徴を生かして、
自分のイメージをもったり友達とイ
メージを共有したりして、活動を思
いついたり、変化させたりしなが
らどのように活動するかを考えて
いる。

贈る相手のことを思い浮かべな
がら、伝えたいことを思いつき、
形や色、仕組みを生かして、どの
ようにカードに表すか考えてい
る。

思いがけない形や色などの感じ
や面白さからイメージを広げ、絵
の具の新しい使い方を見つけたり
している。

粘土をつけたりのばしたりしてで
きた形などの感じをもとにイメージ
を広げ、どのような形にしていき
たいか考えている。

身近にある木々の形や色、触れ
た感じなどをもとに、自分のイメー
ジをもちながら、表したいことを考
えている。

色厚紙を折ったり、切ったり、箱を
組み合わせたりしながら、形や色
などの感じがわかっている。はさ
みやカッターナイフについての経
験を生かしながら、表したい小物
入れのイメージに合わせて箱の
つくり方や組み合わせ方を工夫し
ている。

自分のイメージや形や色などの
感じをもとに、使ったり飾ったりす
るものを思いつき、どのようにつ
くっていくか考えている。

段ボールの形や色の感じや活動
場所の感じなどをもとに、自分の
イメージをもちながら造形的な活
動を思いついたり、段ボールの形
を変化させたりしながら、どのよう
に活動するかを考えている。

角材と薄い板を釘でつないで生
まれる動きから、自分のイメージ
を広げ、つくりたいものを思いつ
き、どのようにつくるかについて
考えている。

映る光の色や影の形からイメー
ジを広げてつくりたいランプの形を
見つけ、表し方について考えてい
る。

材料の特徴をもとに、自分のイ
メージを広げて表したいことを見
つけ、どのように描くかについて
考えている。

キラキラ光る材料の特徴からイ
メージを広げ、表したいことを考え
ている。

学校の場所やものからイメージを
広げ、想像したことから、どのよう
にマスコットに表すかについて考
えている。

自分の感じた音のイメージをもと
に、自分の見方や考え方を広げ
ながら形や色で表すことを考えて
いる。

板の形や組み合わせの感じをも
とに、自分のイメージを広げ、使っ
てたのしいものを思いつき、つくる
方法や手順など見通しをもって考
えている。

彫りでできる形や刷りの色などか
ら自分のイメージをもち、表したい
花を思いつき、表し方について考
えている。

キラキラ光る材料を使って絵に表
すことをたのしもうとしている。

学校もりあげマスコットをつくり、
学校内に飾ることをたのしもうとし
ている。

互いの感じ方の違いやよさを味
わったりたのしんだりしようとして
いる。

つくることや、つくったものを使う
ことをたのしもうとしている。

版を彫刻刀で彫ったり、インクを
つけて刷ったりすることをたのしも
うとしている。

角材を切ったり、薄い板と釘でつ
ないだりすることをたのしもうとし
ている。

「へんてこ山」を描くことをたのしも
うとしている。

液体粘土の感触を味わいながら
活動に取り組もうとしている。

お気に入りの場面を表し、伝え合
うことをたのしもうとしている。

身近な場所や自然材料に関心を
もち、自分の思いを追求したり、
友達と協力したりして、たのしく活
動をしようとしている。

つくったカードで気持ちを伝えるこ
とをたのしもうとしている。

画用紙以外のものに絵を描くこと
をたのしもうとしている。

材料を透過する光の美しさや面
白さなどを自分の感覚で感じなが
らランプをつくり、みんなでランプを
飾ることをたのしもうとしている。

材料の形や色の組み合わせを光
に通して試すことを通して、材料
の形や色の特徴や感じがわかっ
ている。用具を適切に使い、光を
透過する材料の形や色、その組
み合わせを、表したいことに合わ
せて工夫している。



教科 学年

季節を感
じて

4

みんなで
たのしく、
「ハイ、
ポーズ」

2

形を集め
て
（形と色で
ショート
チャレン
ジ）

2

糸のこの
寄り道散
歩

6

同じもの、
たくさん

2

動きの不
思議

2

わたしの
おすすめ

4

見つけ
て！　ワイ
ヤードリー
ム

6

コロがるく
んの旅

6

あったらい
い町、どん
な町

6

地球は大
きなキャン
バスだ

2

切った板の形や組み合わせから
表したいものを発想し、どのように
表すか考えている。

材料や場所の特徴や組み合わせ
から発想し、自分のイメージをもち
ながら活動したいことを考えてい
る。

ねじったりひねったりすることか
ら、立体の動きやバランスを理解
している。粘土をねじったり塊から
ひねり出したりするなどして、動き
のある表し方を工夫している。

集めたり並べたりすることから、形
や色の動きやバランスなどを理解
している。身近にあるものの形を
生かし、形の集め方や並べ方を工
夫している。

板を自由に切ることを通して生ま
れた形やその組み合わせの動き
や奥行き、バランスを理解してい
る。電動糸のこぎりの特性を生か
し、板の切り方や組み合わせ方を
工夫している。

場所と材料を組み合わせることを
通して、形や色、動きや奥行きを
理解している。身近にあるものを
材料として活用し、場所との組み
合わせ方を工夫している。

季節から受けたイメージを絵に表
す。

粘土の可塑性を生かして動き出し
そうな人物を立体に表す。

同じ形の大きさや重なりを生かし
て絵に表す。

図画工作 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
季節から感じたことをもとに自分の
イメージを大切にして、どのように
主題を表すか考えている。

動きやバランスなどの造形的な特
徴をもとに、自分のイメージをもち
ながら、表したいポーズを考えて
いる。

形や色の動きやバランスをもと
に、どんな形を集めて、何を表す
か考えている。

自分の体を動かしたり描いたりす
ることから、人体の形や動きを理
解している。人の形を大きくとら
え、体の動きの表し方を工夫して
いる。

人の動きをとらえて絵に表す。

地域のすてきなことやものを絵に
描いて伝える。

針金の特徴を生かして、立体に表
す。
※ペンチ、針金の使い方に慣れ
る。

ビー玉が転がる面白いコースを考
えてコースターをつくり、みんなで
遊ぶ。

あったらいいな、行ってみたいなと
思う町を想像して絵に表す。

身近にある自然の材料や場所の
特徴を生かして活動する。

地域にあるすてきなものやことに
着目し、描くことを通して、その造
形的な特徴を理解している。伝え
たい気持ちが伝わるように、材料
や表し方を工夫している。

針金を曲げたりつないだりすること
から、動きやバランスを理解してい
る。針金の特性を生かし、金づち
やきりなどの用具を活用しながら
表し方を工夫している。

電動糸のこぎりで板を自由に切
り、切った形を組み合わせてつく
る。
※電動糸のこぎりの使い方に慣れ
る。

カップやフラフープなど同じものを
たくさんつないだり組み合わせたり
して活動する。

外に出て季節を見たり感じたりす
ることから、身のまわりにある奥行
きや色の鮮やかさを理解してい
る。季節の感じが出るように色使
いや筆使いを工夫して表してい
る。

コースのしかけによる玉の転がり
から、ものの動きやバランスを理
解している。玉の転がり方を試し
ながら、紙を折ったりつないだりし
てコースのしかけを工夫している。

絵の具やクレヨンを使って想像し
た町を描くことによって、バランス
や色の鮮やかさを理解している。
想像したことに合わせて、これまで
の絵の具やクレヨンの経験を生か
しながら形や色の組み合わせを工
夫している。

自然の材料と場所との組み合わ
せから、奥行きや色の鮮やかさを
理解している。これまでの経験を
生かし、材料や場所に進んで働き
かけることから材料と場所の組み
合わせを工夫している。

季節の感じを味わい、主体的に絵
に表わそうとしている。

粘土の手触りを味わい、主体的に
動きを表そうとしている。

形が集まる面白さを味わい、気に
入った表し方を見つけようとしてい
る。

電動糸のこぎりで板を自由に切る
ことのたのしさを味わい、いろいろ
な組み合わせを試しながら主体的
に表そうとしている。

力を合わせてたのしく活動する喜
びを味わい、身近な生活空間に働
きかけようとしている。

たくさん描くことをたのしみながら、
いろいろな表し方をしようとしてい
る。

体の動きやバランスなどの特徴を
もとに、人をどのように表すか考え
ている。

伝えたいことや表したいことから発
想し、どのように表すか考えてい
る。

針金を曲げたりつないだりすること
から発想し、つくりたい形や仕組み
を考えている。

玉の転がりをもとにしかけを発想
し、つくりたいコースのイメージをも
ちながらどのように表すか考えて
いる。

あったらいいなという町の具体的
なイメージを想像することから、ど
のように表すかを考えている。

材料を集めたり場所を探したりす
ることから、その特徴や周囲の様
子を考え合わせたりしながら活動
したいことを考えている。

地域のよさを伝えることに主体的
に取り組もうとしている。

針金に主体的に手を加えながら、
つくることのたのしさを味わおうと
している。

力を合わせてたのしく活動する喜
びを味わい、主体的にコースター
をつくる学習活動に取り組もうとし
ている。

想像を広げて描くことの喜びを味
わい、自分のイメージを積極的に
表そうとしている。

力を合わせてたのしく活動する喜
びを味わい、身近な生活空間に働
きかけようとしている。



比べてみ
よう

2

進め！
ローラー
大ぼうけ
ん

2

色を重ね
て広がる
形

6

だんボー
ルで、試し
て、つくっ
て

6

Myキャラ
が動き出
す

4

そっと見て
ね、ひみ
つの景色

4

かぶって
へんしん

4

ローラーを使った表現を通して、形
や色の組み合わせとそこから生ま
れるバランスや色の鮮やかさなど
を理解している。ローラーによる表
現の特徴を生かして、他の材料や
方法を組み合わせて表し方を工夫
している。

版による表現を通して、色の重な
りや組み合わせ、形のバランスな
どを理解している。版による表現
の特徴を生かして、彫る形や刷る
色などを工夫している。

段ボールを材料とした表現を通し
て、動きやバランスを理解してい
る。段ボールの特徴を生かし、カッ
ターナイフなどの用具を活用しな
がら折り方や曲げ方、組み合わせ
方などを工夫している。

オリジナルのキャラクターでアニ
メーションをつくることを通して、動
きを理解している。お話をもとに
キャラクターの動かし方や撮影の
しかたを工夫している。

材料の使い方や組み合わせ方か
ら、空間の奥行きを理解している。
材料の形の大きさや配置の前後
など、表したい景色に合わせて表
し方を工夫している。

作品をよく見て比べ、形や色など
感じたことを味わったり話し合った
りする。
※鑑賞として、「小さな美術館」

作品のよさや違いを見つけること
から、形や色、描き方など造形的
な特徴を理解している。

気づいたことや感じたことを話し合
うことから互いの感じ方の違いを
味わい、主体的に鑑賞しようとして
いる。

作品を比べて似ているところや違
うところから、表現の意図や特徴
などを感じ取っている。

ローラーを使ってできた形や色か
ら想像を広げ、表したいことを考え
ている。

彫りと刷りの繰り返しから想像を広
げ、表したいことを考えている。

段ボールを折ったり曲げたりして
できた形や組み合わせから表した
いものをイメージし、どのように表
すか考えている。

お花紙を重ねて貼り、張り子のお
面をつくって遊ぶ。

つくったお面で遊ぶことを通して、
お面の形や色の面白さ、持ち上げ
たときの軽さなどに気づいている。
土台となる型の形やお花紙の貼り
方、飾り付けの方法などをいろい
ろと試すなど、工夫して表してい
る。

自分が変身してみたい姿をもとに
つくりたいお面を思いつき、どのよ
うに表すかを考えている。

お面をつくって変身することの興
味をもち、たのしく取り組もうとして
いる。

ローラーを使って表すことのたのし
さを味わい、自分なりの表し方に
取り組もうとしている。

彫り進みによる表現の面白さを味
わい、主体的に版で表す活動に取
り組もうとしている。

段ボールの特徴を生かしてつくる
ことのたのしさを味わい、主体的に
活動に取り組もうとしている。

互いのアイディアを出し合いなが
ら、協力してつくろうとしている。

互いの表現の違いやよさを味わ
い、主体的に活動に取り組もうとし
ている。

キャラクターからお話を想像し、動
かし方をどのように表すか考えて
いる。

つくることと見ることを繰り返しな
がら、イメージした景色をどのよう
に表すか考えている。

ローラーの特徴を生かして表し方
を工夫しながら、絵に表す。

彫りと刷りを繰り返してできる彫り
進み版の技法で版に表す。

段ボールの特徴を生かし、切った
りはがしたり折り曲げたりして、立
体に表す。

紙粘土でオリジナルキャラクターを
つくり、友達と協力して簡単なアニ
メーションをつくってたのしむ。

箱の中にそれぞれの世界がのぞ
けるようにつくり、互いの作品のよ
さを味わう。



教科 学年

わたしの
お気に入
りの場所

4

今の気持
ちを形に

2

いろどり、
いろいろ
（形と色で
ショート
チャレン
ジ）

2

木と金属
でチャレン
ジ

6

入り口の
向こうには
…

2

ゆらゆら、
どきどき

4

カット、ペ
タッと、す
てきな形

4

きらめき劇
場

4

時空をこ
えて

6

みんなの
お話始ま
るよ

6

学校へよ
うこそ

2

材料や場所の特徴や組み合わせ
から発想し、「入り口」という言葉
からイメージを広げながら活動した
いことを考えている。

図画工作 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

色画用紙を切ったり組み合わせた
りすることから、形や色による動き
やバランス、鮮やかさなどを理解し
ている。これまでの経験を生かし
てはさみやカッターナイフなどを活
用し、紙の切り方や重ね方を工夫
している。

ＬＥＤライトとさまざまな材料の組
み合わせから、色の鮮やかさや奥
行きを理解している。ライトや材料
の特徴を生かしながら、その組み
合わせ方を工夫している。

針金を使って「やじろべえ」のよう
な動くおもちゃをつくる。

色画用紙を切り抜いたり重ね合わ
せたりして、絵に表す。

ライトと材料の特徴を生かして、表
したいものをつくる。

自分が行きたい場所や時間から
想像を広げて絵に表す。

友達と協力してお話と絵を考えて
紙芝居をつくり、伝えることをたの
しむ。

学校内の場所や環境を生かして、
来校者がたのしくなるものやことを
考えてつくる活動をする。

お気に入りの場所から感じたこと
をに自分のイメージを大切にして、
どのように主題を表すか考えてい
る。

今の自分の気持ちをもとに、いろ
いろな方向から見ながらどのよう
に表すか考えている。

材料や用具の特徴をもとに、表し
方をいろいろ試すことから表したい
ものを思いつき、どのように表す
か考えている。

針金を曲げたり揺れを指先で感じ
たりすることから、動きやバランス
を理解している。針金の特性を生
かし、揺れる仕組みをもとに表し方
を工夫している。

木と金属の特徴を生かし、それら
の組み合わせ方を工夫してつく
る。

入り口をテーマに材料や場所の特
徴を生かして活動する。

これまでの生活の中で感じ取って
きたことから、身のまわりにある奥
行きや色の鮮やかさを理解してい
る。気持ちが伝わるように色使い
や筆使いを工夫して表している。

粘土をまわしていろいろな方向か
ら見ることから、立体の動きやバラ
ンスを理解している。粘土の特徴
を生かして、今の気持ちが表れる
ように表し方を工夫している。

いろいろな表し方を試すことから、
形や色の動きやバランスなどを理
解している。材料や用具の特徴を
生かし、絵の具や筆ではできない
表し方を工夫している。

異なる材料の組み合わせから生
まれた形の動きや奥行き、バラン
スを理解している。材料の特徴を
生かし、材料の組み合わせ方や表
し方を工夫している。

見なれた場所に新たな材料を組
み合わせることを通して、動きや
奥行きを理解している。身近にあ
るものを材料として活用し、場所と
の組み合わせ方を工夫している。

学校内外のお気に入りの場所を
絵に表す。

粘土で自分の今の気持ちを立体
に表す。

絵の具以外の材料や筆以外の用
具を使って絵に表す。

異なる材料の組み合わせから表し
たいものを発想し、どのように表す
か考えている。

絵の具やクレヨンなどを使って想
像した場所を描くことによって、バ
ランスや奥行きを理解している。
表したいことが伝わるように、これ
までの絵の具やクレヨンの経験を
生かしながら表し方を工夫してい
る。

連続した場面を描くことから、物語
を表す形や色、動きやバランスを
理解している。絵の具やクレヨンな
どの特徴を生かして、場面の様子
が伝わるように形や色を工夫して
いる。

これまで使った材料と場所を組み
合わせて活動することを通して、
造形的な奥行きや色の鮮やかさを
理解している。これまでの経験を
生かし、材料や場所に働きかける
ことから表し方を工夫している。

お気に入りの場所を描くたのしさを
味わい、主体的に絵に表わそうと
している。

粘土の手触りを味わい、主体的に
自分の気持ちを表そうとしている。

形や色の面白さを味わい、気に
入った表し方を見つけようとしてい
る。

異なる材料の組み合わせの面白
さや美しさを味わい、いろいろな組
み合わせを試しながら主体的に表
そうとしている。

力を合わせてたのしく活動する喜
びを味わい、主体的に学習に取り
組もうとしている。

いろいろな動き方を味わい、主体
的におもちゃづくりに取り組もうと
している。

針金を曲げたり組み合わせたりす
ることから生まれる動きから発想
し、つくりたい形や仕組みを考えて
いる。

切ってできた紙の形や色、その組
み合わせから自分のイメージをも
ち、どのように表すか考えている。

光の効果を試しながら自分のイ
メージをもち、どのように表すか考
えている。

行きたい時代や場所の具体的な
イメージを想像することから、どの
ように表すかを考えている。

お話をもとに自分のイメージをもち
ながら、どのように表すか考えて
いる。

場所の形や特徴をもとに、来る人
をどのようにたのしませるか考え
ている。

重ねた感じを味わいながら、主体
的にいろいろな表し方に取り組も
うとしている。

力を合わせてたのしく活動する喜
びを味わい、表現の可能性を見つ
けていこうとしている。

想像を広げて描くことをたのしんだ
り、友達や自分の表現のよさを味
わったりする活動に主体的に取り
組もうとしている。

互いのアイデアを生かしながら協
力してつくり、絵を通してお話を伝
えることをたのしもうとしている。

力を合わせてたのしく活動する喜
びを味わい、身近な生活空間に働
きかける活動に主体的に取り組も
うとしている。



墨から生
まれる世
界

2

ひびき合う
形と色を
求めて

4

バランス・
アンバラン
ス

4

わたしは
デザイ
ナー　12さ
いの力で

6

夢の新製
品

6

スチレンボードを使った版表現を
通して、形や色の組み合わせとそ
こから生まれるバランスや色の鮮
やかさなどを理解している。スチレ
ンボードによる版表現の特徴を生
かして、型押し、切り離し、重ねな
ど表し方を工夫している。

断熱材を材料とした表現を通し
て、動きやバランスを理解してい
る。断熱材の特徴を生かし、糸の
こぎりや木工やすりなどの用具を
活用しながら形を変えたり組み合
わせ方を試したり表し方を工夫し
ている。

板材の構成や仕組みから、バラン
スや奥行きを理解している。これ
までの経験を生かし、材料の使い
方やつくり方を工夫している。

身近な材料を組み合わせることか
ら、動きやバランスを理解してい
る。つくりたいものに合わせて材料
を選んだり組み合わせたりしなが
ら、つくり方を工夫している。

これまでに経験した版画やスチレ
ンボードの特徴を生かして、版に
表す。

軽量で加工しやすい断熱材を使っ
て、不思議な形の立体に表す。

板材を加工して、生活で役立つ入
れ物や木箱などをつくる。

身近な材料で、あったらいいなと
思う新製品をつくり、互いのアイデ
アや面白さを伝え合う。

筆だけでなく、さまざまな用具を
使って、墨で表す。

黒と白の表現から、動きや奥行
き、バランスを理解している。墨や
筆、紙の特徴を生かして表し方を
工夫している。

墨の濃さや筆使いなどをいろいろ
と試すことから、表したいことを考
えている。

さまざまな方法を試すことから自
分のイメージをもち、どのように表
すか考えている。

断熱材の形や組み合わせから表
したいものをイメージし、どのよう
に表すか考えている。

用途をもとにつくりたいもの発想
し、どのようにつくるか考えてい
る。

自分の願いから発想し、つくりたい
ものイメージをもちながらどのよう
につくるか考えている。

版による表現活動をたのしみ、自
分や友達の表現のよさや工夫を
味わおうとしている。

形を変えたり組み合わせてつくる
ことのたのしさを味わい、主体的に
活動に取り組もうとしている。

生活の中で役立つものをつくるこ
との喜びを味わい、豊かな生活を
創造しようとしている。

互いの表現のよさや工夫を伝え、
味わい、主体的に活動に取り組も
うとしている。

墨による表現のたのしさを味わ
い、主体的に新たな表現に取り組
もうとしている。


